































































































































































































































































発展させたベイリー (Bailey,L､H.,1858-1954)等が、パー カー の伝統にたちながらも、
それを継承、発展させていったのである。
（3）19世紀後半の地理学習の実際
アメリカ社会全体の産業上、経済上の著しい発展を背景にして、読・書・算の3R'sにと
どまらず、新しい教育内容が要求されはじめたのは南北戦争後であった。その結果、教材
過乗り現象、拙劣な教授法によって、当時の学校教育の現状は、極めて深刻なものになって
いたのである。ラッグ(Rugg.H.)によって「「教育』と『学校に通うこと』とは同義語で
ある(18)」と評されたのは1890年代の学校である。その教育内容は、「教科目や教科書に
盛り込まれた知識一文字や記号一に関するもの('9)」であった。
したがって、当時の学校生活は子どもたちが自由に活動し、会話をすることは絶対に許
されない状態にあった。いわんや学校全体を自由に利用したり、学校周辺の社会的、自然
的環境を有効に活用するような教育の発想は、一般の学校にはあまり見られなかったので
ある。1820年代からしだいに、初等教育のカリキュラムに地理が加えられるようになって
きた。しかし、その教授法は、子どもの身のまわりの事実、事象を観察することによって
はじめられたペスタロッチやリッターが唱えたものとは異質のものであった。まさに、パ
カーー が言うように、「言語記憶によって、無関係の事実の集積体(conglomerate)の学
習(20)」となっていたのである。
そして、この頃の地理教科書は全く旧式で、いわゆる「辞書的＝百科全書的な地理学」
(dictionary-encyclopedicgeography)と称されるものであった(21)。それは百科事典の
なかに見られるようなタイプの莫大な情報を含んだ教科書であった。あたかも地理教科書
は、地球上に存在するすべての事実を包含することができるかのように考えられていたの
である。その多くは、土地や種々の国民の習慣や世界各地における珍しい自然現象に関す
るまとまりのない事実から成っていた｡しかもこれらの事実は相互に関連がなく､バラバラ
のままで提示されたのである。そして子どもたちはそれらの事実や定義を暗記することが
強要された。
この頃、広く使用されていた地理教科書の一つにドワイト(Dwight,N､）の『地理体系』
(SystemofGeography)がある。その1節に「フランス」について述べているが、これは
次のような学習法であった。19世紀後半の地理学習の一典型例として、その実際を紹介し
よう(22)。
問フランスの位置及び面積はどうか。
答それは北緯42度と51度の間にあり、かつ西経5度東経8度の間に位置する。南600
マイル、東西500マイルである。
問フランスの境界はどこか。
答北はイギリス海峡およびオランダをもって限られ、東はドイツ、スイス、イタリアに
接し、南は地中海およびピレネー山脈、西はビスケー湾によって限られている。
間フランスの管轄区域はどこか。
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答かつては21州、後に83県に分かれる。
問フランスの国名は何に起源するか。
答自由人(Freeman)を意味するFイツ語に由来する。
これはまさに地理問答であって、子どもたちはこれを暗記し、教師は子どもが暗記した
ところを自分の前で反唱させてどの程度暗記したかを点検するのみであった。このやり方
は少なくとも19世紀の中頃まで、いな大多数の学校にあっては、さらにずっと後まで続い
た学習法だったという(23)。
パーカーの地理学習法の改革は、地理問答式で注入的な地理学習法の欠陥や矛盾をいか
に克服するかを反省・検討することによっておこなわれたのである。
S.地理学習の基礎論
（1）地理学の教育的価値
パーカーにおいて、学校教育における支配的地位を占めるものは地理学習であった。そ
してその学習方法は戸外の観察や各種の作業を重視するという性質のものである。それは
中世以来の伝統的な学習方法とは異なり、面目を一新するようなものだったといわれてい
る。それではパーカーは地理学にどのような教育的価値を見出していたのであろうか。
パーカーにとって、「教育は人間の完全な発達の条件を提供するもの(24)」であった。そ
のためには、「人間が何を必要としているかについての知識」と、「それらの必要を満た
す人間の活動」を発見しなければならないことになる。なぜなら、これらの知識や活動が
「人間の全面的な発達(all-sideddevelopment)の欠くべからざる手段(25)」であるから
である。
このような観点から、まず、与えられるべき知識が選択されなければならない。その際、
パーカーは最も重要な知識として、「生活に関する知識」を選択した。すなわち、生活に
ついての知識はすべての知識を包括し、それゆえに生活についての学習は、すべての学習
を包括することになるからである。地理学はまさに、「生活の物質的な基礎、つまり生活
の基本的な条件であり、それを説明するもの、そして生活のための物質的な準備となるも
のについて研究する(26)」科学である。したがって地理学は、生活がそこに根をおろしてい
る環境についての科学であり、それは生活の存立条件、それを成り立たせている最高の法
貝|｣を理解させてくれるがゆえに、高い教育的価値があると考えるのである。
次に、彼は『地理学習法』の序論で、「地理学はすべての科学へ向かって開かれた戸口
である」と言い、さらに次のように述べ、生活についての研究の重要性を敷桁している。
「歴史および文学とともに初等理科(elementarysciences)が普通学校コー スの初めから
終わりまでを通じて本質的な要素となる日が、徐々に近づきつつある。賢明で思慮深い教
師たちはやがて十分な考慮の末に、孤立した綴り字、技巧的な文法、計算などをする学習
の一部を割いて生活を直接的に研究し、そして生活の準備をする学習に席を与えるであろ
う。読み方、綴り方、文法描くことなどは自然のうちにある神意(design)の学習(=
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自然科学の学習）への直接の手段として最もよく教えることができるということがしだい
に分かってくるであろう」（27)。
これは従来の学校教育が、読み・書き、文法・計算などの道具教科の学習に終始してい
たのに対して、内容教科として生活の研究の重要性を説いたものである。さらに進んで道
具的な知識は内容的な知識のための手段として、関連させながら学ぶことを期待している
のである。この期待はやがて「生活教育」あるいは「総合学習」へと発展する画期的な陳
述を含むものと言ってよかろう。
かくして地理学は生活の知識を提供し、さらに自然科学と人文科学とを統合するものと
しての価値を有していたのである。しかし、こうした高い教育的価値をもっている地理学
ではあるが、現実にはハリス(Harris,W.T.,1835-1909)が次に指摘するように、その価
値についての認識が一般には薄かったのである。
「地理は文化の基礎として、非常に重要なものであるが、他のどの教科にもまして悪い学
習法の横行が、啓発された教師たちを悩ませてきた。単なる地誌(topography)の断片的
な事項が記憶され、地球の表面のさまざまな差異や特徴を生み出している土地や水や空気
のプロセスが無視されてきた。近年、地理の学習に実際的な改革がなされたのが、リッタ
ーやルクリュー、ギヨー及びその弟子たちの努力にもかかわらず、この地学的な過程
(earthprocess)が単なる地誌に置き換えられたと言うことはできない」(28)。
つまり、地理の「力学」についての学習が欠けているのであり、この地理学習の欠陥を
批正し、現状を打開する意味でパーカーは多くの貢献をしたのである。
（2）地理学の性格
パーカーの地理学についての定義は、3著書の随所にみられるが、その内容については
ほぼ一貫した態度で論じられていると言ってよかろう。
彼はまず「地理学は地球の表面およびその住民の記述である(29)｣(adescriptionofthe
surfaceoftheearthanditshabitants)と包括的に定義する。そして、この定義は徹
底的に健全で真実なものである(30)と、自信をもって述べている。そして、包括的な定義を
さらに二つに分けている点に注目しなければならない。一つは、「地球の表面についての
記述」であり、もう一つは「その住民についての記述」である。
前者は純粋地理学あるいは「構造地理学」(structuralgeography)と称され、われわ
れが住んでいる地球の構造の知識について学習することを目的とする｡そしてパーカーは、
「もしわれわれがこの定義のもとに、地球の表面の上または下に働いている諸力を含める
ならば－物理学、化学、地学、鉱物学などの領域に踏み込むことになる(31)」と考えていた
のである。したがって、地理学習に関する論議は、地球の表面についての記述に集中しな
ければならないことになる。しかし、この記述はこれまでの地理学習においては全く見逃
されてきたものであるとパーカーは言う。
これに反して後者すなわち「その住民の記述」という部分は、人類学や民俗学や歴史学
など、それ自体が1つの科学であるところのものを含んでいるのである。
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これらを比瞼的に表現すれば、「地球の表面の記述」は舞台(stage)であり、「住民の
記述」は舞台で演ずる演技者(actors)と位置づけられる(32)。ここに至って、地理学はい
わゆる「地と人」との相関形態であるという見解に達するのである。この相関形態はリッ
ター地理学と全く類似することになる。
このように考えると、パーカーの地理学は、広義には物理学、化学、地学、鉱物学、人
類学、民俗学、歴史学を包含するとして性格づけることが可能である。換言すれば、リッ
ターと同様、パーカーにあっても、地理学は諸科学の母であり、自然科学と人文科学とを
統合するという性格を有することになる。パーカーが「地理の科学は、すべての自然科学
の学習の真の発端であり、真の導入である(33)」と説くのは､理由のないことではない。パ
ーカーの地理学の定義は、「地球の表面の現在の様相についての知識ないし科学」であっ
た(34)。したがって地理学を知ることは、現在の地球の表面の様相を知ることになる。この
定義はまた、ひとつの教科としての位置を地理学にあたえ、その結果その他の教科に対す
る関係を示すものである。つまり、ここで地理学をめぐる諸科学の統一のあり方を探究し
てみることが必要であろう(35)。
【諸科学の統一のあり方】
まず、地質学(geology)は、地理学との関係において、地球の表面の様相の歴史と定義
する。現在の地理学は、この地球表面の無数の異なった形態や様相のうち、現在の様相を
示すものである。それゆえに、地質学と地理学の統一は必然的に求められ、それは原因に
対する結果の関係を明らかにするものである。すなわち、地理学は地質学が示す歴史の中
に1つの様相を示すものであって、結果（すなわち地理学）は原因（地質学）についての
学習なしには決して正しく学ばれ得ないことになる。逆に、地質学の学習は地理学の学習
にとって絶対に必要なものである。
次に、鉱物学(mineralogy)の地質学に対する関係は、事物の運動に対する関係である。
鉱物学は岩石の材質についての研究であり、地質学は岩石の質の変化の研究ということに
なろう。これらの変化のあり方（地質学）は、主として岩石そのものの性質（鉱物学）に
よって決定される。木材や煉瓦、鉄材や石についての研究が建築物の構成の研究に不可欠
であるように、鉱物についての科学は、地質についての科学と関係する。そして、建築材
料についての研究が、完成した構造物の研究に対するように、鉱物学についての研究は地
理学と関連する。こうして、地理学が鉱物学の学習なしには学ばれ得ないことも理解でき
るのである。かくして、地理学、地質学、鉱物学の3つの科学は有機的に統一されること
になる。
そして、自然界の諸事実は絶えず変化し運動していることは自明の理である。山は隆起
し、不断に働くエネルギーによって風化している。ここで変化と運動に関する二つの重要
な科学が存在するのである。岩石や水や空気中のきわめて微細な変化についての科学が化
学(chemistry)であり、物理学(physics)は運動についての科学である。地理学、地質
学、鉱物学の研究は、化学と物理学との協力が得られなければ、十分な成果を得ることは
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できない。
さらに、空気や水や岩石を通して作用し、これらに物理的な生命をあたえるエネルギー
である熱に関する科学は、気象学(meteorology)である。それは、日光の分配についての
科学だということもできよう。気象学は空気と水蒸気のなかに現わされる物理的、化学的
な現象を取り扱う。また地質学の要点は、異なった岩石を生み出す原因となった気象条件
を発見することである。結局、空気と水の地表形成における効果の追究（地理学）は、気
象学、地質学、物理学、そして化学を、知識の経済的な獲得という点で分離できないもの
にする。これらの諸科学は、元来、一つの科学ではあるが、無機物に関する科学として統
一されている。無機科学は物質に作用し、それを変化させる諸力についての科学である。
【無機科学と有機科学との関連】
無機科学は、有機物ないし生活についての諸科学とも密接に関連づけられている。すな
わち、無機科学は生命ある有機体の物質的な基礎、その維持や栄養についての研究を提供
する。鉱物、空気、水などは生活の物質的な基礎としての材料であり、また生命を維持し、
養育するものである。
他方、有機科学の研究は、下等な生物についての科学である植物学(botany)から複雑
な形式である動物学(zoology)へと進み、さらにより高度に発達した生活の形式をもつ人
間の研究へと発展していく。人間の研究は人類学(anthropology)と呼ばれ、それは人種
学(ethnology)に基礎づけられる。人種学は広い意味で歴史を含み、歴史は人間の精神的
な闘争の記録であるから、真理探究の最高の形式とされる。物理学と化学が無機化学の運
動・変化を代表しているように、歴史は精神的な変化を代表するものと考えられているの
である。
このようにして、無機科学は有機科学と結合してより有効に研究され、逆に有機科学は
有機体や有機体の生活が、四囲の風土や気候によって差異があるように、無機科学との結
合によってより完全なものとなるのである。
パーカーは無機科学と有機科学を含めて広義の地理学とし、それは諸科学を有機的、統
一的、相互依存的なまとまりをもつものとして学ぶ。これはあたかも、自然界が分離され
ていないように、それと調和する地理学は、お互いに分離しては学習され得ない性格をも
つものとして規定されたのである。こうした立場はすでに触れたように、リッターの考え
方と基本的には同じものといえる。
（3）地理学習の目的
これまで明らかにしたように、本来の地理は、「地球の表面の記述」であった。パーカ
ーはそれに「構造地理学」の名称をあたえた。構造地理学について、彼は次のように言う。
「すべての科学は構造地理学の直接的な成果である。そして構造地理学は初等科学
(elementaryscience)と呼ばれ、すべての科学はその上に基礎づけられる。これまでこ
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のような部門は全体的に見過ごされたり、無視されてきたのである。実際、私はこの新し
い科学に新しい名前、すなわち構造地理学と名付けるように強制してきたのである」（36)。
構造地理学は、時にはelementaryscienceないし、primarygeography、あるいは
elementarygeographyと呼称されたりもする。しかし、これらの名称はいずれも同義語と
して使用されていると解せられ、内容的な差異はないと考えてよいようである。
そして、パーカーは構造地理学についての知識は、すべての地理的知識の不可欠の基礎
であって、この知識なしには地理の科学は不可能であるという考えをもっていた。それゆ
えに、地理学習の目標は、「子どもの心の中に地球の表面に関するひとつの概念を発達さ
せること(37)」であり、構造地理学を学習する目的は、「地球の表面ついての概観的な、ま
たは著しく特徴的な状態に対応した、ひとつの概念または心像(mentalpicture)を獲得
すること(38)」であった。
ところで従来の地理学習は、子どもの心に何ら実際上の関係をもたないような地図の表
面の記述からはじめられた。この地図だけを頼りとする学習は、「地球の表面」について
の正確な概念を得させることができないと、パーカーは反省を促すのである。すなわち、
地球が完全なる球であるならば､地球の表面についての記述は、きわめて簡単ではあるが、
実際にある場所を想起することは難しいし、ほとんど不可能に等しいのである。表面は混
沌として不規則であることが普通である。そこで、地球上の位置関係の記憶をあいまいで
形式的なものにしてしまわない方策が重要になってくる。その解決方策は、パーカーにあ
っては「斜面」(slope)という概念を導入することであった。彼は、次のように言う。
「地理学を学ぶ者にもたらされる最初の美しい真理は、全地球の表面が斜面から成り、そ
れは生き物ではないが､あたかも生命のための組織のようにできているということである。
地球の表面はいくつかの長くて広い傾斜した面に分けられる。これらの大きな傾斜は、低
い方の端に集まって大きな凹みを作っており、そのなかに大洋がたたえられている。一方、
高い方の端に集まっている傾斜は、大陸と呼ばれる大きな隆起した土地の塊を形成してい
る」（39)。
すなわち、地球の表面を平面的に把握させるのではなく、斜面という概念を導入するこ
とによって立体化を図ろうとしたところに、パーカーにおける地理学習論の特色があると
いえよう。こうした研究は、前述したように従来の地理の学習において見逃されていたの
である。つまるところ、構造地理学あるいは地理学は、「大陸の構造と一致する概念を形
成することである。構造の概念、すなわち高度、斜面とは関係なしには真の地理学を学習
することはできない。地理学マイナス構造は、平面あるいは平原、すなわち純粋な真理に
はならない(40)」ということになる。そして、具体的には、「もし、私があなた方が見てき
た家を記述するように請うたなら、あなた方は即座にその家の心像にあなた方の精神を集
中するであろう。家の高さや屋根や一般的な形、ドア、窓などについて私に告げるであろ
う。まさにこのような方向で、大陸の構造が記述されるであろうし、記述されねばならな
い」(41)o
それゆえに、初等地理学はなによりも「われわれのまわりにある地球の表面の形態を徹
底的かつ慎重に観察することにある(42)」という前提に立つ。この前提から地理学習は、一
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例として次のように展開されるのである。
「あなた方のまわりにある形状(forms)からはじめなさい、すなわち、丘、谷、平地、海岸
線、泉、小川、池、湖、島、半島などを徹底的かつ慎重に学習することである。植物学や
動物学の対象も同様である。子どもたちを野原や谷へ連れ出しなさい。そして、教室に戻
ってきて、子どもたちが見てきたことを口頭で書かせなさい。次に、型取り、描かせなさ
い。最後に事象について書かせなさい。実際に測定することによって距離を教えよ。雨が
降ったあとで水の流れを教えよ。泉を見つけさせなさい。そして、水はどうして地中から
生ずるかを発見させなさい。いろいろな士の種類一砂利、砂、粘土、ロームなどをもって
こさせよ。その際、地理学習には具体的な表現、言語表現を、『絶えず』使用するように
しなさい」（43)。
これらの展開はすでに素描した19世紀後半の地理学習の実際とは著しく様相を異にす
ることは明らかである。こうしたプロセスを繰り返しながら、パーカーは地理学習によっ
て科学的な思考力(thoughtpower)の啓培・育成することを力説したのである。そしてそ
の見地から注入的な教授法を極力排除して､自己活動的な学習法を強調したと言ってよい。
結局、パーカーの地理学習の究極的な目的は「知的能力」(mentalpower)、あるいは「科
学的思考力」の発展にあり、その目的を果たすためには何よりも子ども自らを自覚的に活
動させ、自ら思考させることに重点をおいたのである。これがパーカーの地理学習論のア
ルファであり、オメガだったといえよう。
4．おわりに一まとめと今後の課題
パーカー地理学習論の系譜、地理学習の基本的な性格や教育的価値、目的論など基礎的
な理論について探究してきた。彼の教育思想の中核と考えられる地理学習論は、膨大かつ
多岐にわたっているため、本小論ではその輪郭の一端を素描するにとどまってしまったと
いっても過言ではない。ただ、彼の所論について、できる限り今日的意義を前面に押し出
そうと努力してきたが、重要な論点を見落とし、瓊末な点を誇大視する結果になっている
のではないかと危倶する。この点については今後の解決課題としておき、これまで論じて
きたことを断片的ながら整理し結びとしたい。
①なによりもパーカーの学習論は､彼の教育思想の中心的な位置を占めるものであること。
したがって、ここで素描した中に発見される真理の多くは、学習指導論一般にも適用でき
る性格をもっているといってもよい。
②パーカーの地理学習論の系譜は、注意深い野外観察と一般化の重要性を指摘したフンボ
ルト、特にペスタロッチからの影響が強い「地人相関論」者であるリッターを頭目として、
初等地理学習への強い関心を示したギヨー、さらにはルクリューらの線を考えてみること
ができる。いわゆる、ペスタロッチ＝リッター的地理学習法と称されるものであった。そ
れは端的に言って、子どもの自己活動を根幹とした活動主義的で経験主義的アプローチを
とるものである。
③地理学は生活についての知識を提供するものであった。それは人間の必要を満たし、人
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問の全面的な発達に不可欠の手段として選択された知識である。そのため、生活について
の知識はすべての知識を包含し、生活について学習することは、すべての学習を包括する
ことになる。この点にパーカーは、地理学習の教育的価値を見出したのである。
④地理学はすべての科学の真の発端であり導入であると考えられていたこと。パーカーの
地理学は広義には、物理学、化学、生物学、地学、鉱物学、人類学、歴史学などを含むも
のであり、それは諸科学の母として、「地人相関」、さらには無機科学と有機科学との結
合、自然科学と人文科学を総合するという性格を有するものであった。
⑤地球の表面を平面的に把握させるのではなく、「斜面」(slope)という概念を導入する
ことによって立体化を図ろうと専心努力した「構造地理学」の構想は、パーカー地理学の
特色を示すものであった。
⑥パーカーの地理学習の目的は､知的能力、あるいは科学的思考力を育成することにあり、
その目的を果たすために、子どもを自発的に活動させ、自ら思考させることに重点を置い
たのである。
⑦当然のことながら、地理教科の導入はパーカーにあって、個別的かつ単なる付加として
位置づけられるものではなく、諸教科を統合、相関させる中心教科として重要視されてい
る点で、今日的に、評価することができる。まさに総合学習の原初的、パイオニア的な形
態を意味する点で特筆されるのである。
こうした基礎論を背景にして、地理学習の内容をどのように構成し、具体的に実践を展
開したかの探究が、次の課題となる。
(1)
(2)
(3)，
(5)
(6)
(7)
(8)
注
梅根悟著『初等理科教授の革新』明治図書、1977，114頁。
Marler,Jr.C.D.:ColonelFrancisWaylandParker:Prophetofthe"NewEducation"
(unpublished)1965.p.159.
(4)Campbell,J.K.:ColonelFrancisWaylandParker-TheChildren'sCrusader
(TeachersCollegePress)1967,p.9.
Curti.M.:TheSocialldeasofAmericanEducators,1959,p､376.
Parker.F.W.:NotesofTalksonTeaching,1885,p・125
篠原助市著「理科教授原論』東洋図書、昭和12年。3頁。
ハーツホーン著野村正七訳『地理学方法論一地理学の性格』朝倉書店、昭和32年、
41頁。なお、フンボルトやリッターを理解するために、次の資料を参考にしたこと
を付記しておく。
･飯塚浩二著『人文地理学説史』日本評論新社、昭和30年。
･飯塚浩二著『人文地理学』有斐閣、昭和28年。
･村松繁樹他著『人文地理学入門』ミネルヴア書房、昭和29年。
･木内信蔵他編『地理学総論』朝倉書店、昭和43年。
･小林望他著『現代地理学の課題』学文社、昭和47年。
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・山崎準二「デイースターヴェーク地理教授論」『東京大学教育学部紀要』1978.
(9)岡田正章｢リッター ｣『教育人名辞典』理想社､昭和37年､717頁｡ならびに､Parker,S.C.
:TheHistoryofModernElementaryEducation,p.347.参照。
(10）梅根悟著：前掲書、117頁。
(11）ルクリューについては直接触れることを避けたが、「リッターの弟子とその学風に従
う者の中で、断然とびぬけて成功した人」（ハーツホーン著野村正七訳：前掲書80
頁）として位置づけられている。1851年よりリッターのもとで研究した彼は、人
類の生活が自然より受ける影響を重視した地理思想を強調した｡パーカーには間接
的な影響を与えたと考えることができる。注(28)参照。
(12)Parker,S.C.,:op.cit.,p.343.なお、リッター のあとを受けてベルリン大学の地理学
教授となったのがキーペルトであった。
(13)Parker,F.W.,:''AnAccountortheWorkoftheCookCountyandChicagoNormal
Schoolfroml883-1899""e"e"e"rarySbhooZ7bachera"dCbUrseofS釦吻Vol.2
No.10Junel903p.767.
(14)ParkerlS&C.:op.cit．P.348.
(15)Parker,F.W.:NotesofTalksonTeaching,(Kellog&Co.)1883.p.125.
(16)Parker,S.C.:op.cit.p.348
(17)①～⑤は岡田正章:前掲書717頁。⑥は小林望他箸:前掲書39頁による。
(18)Rugg,H.:FoundationsforAInericanEducation,1947.p.523.
(19)Rugg,H.:op.cit.,p.524．ラツグは当時最善の学校の一つとしてパー カー の学校をあ
げている。
(20)Parker,F.W.:op.cit.,p.125.
(21)Paker,S.C.:op・cit.,p､341.
(22),(23)Cubberley,E.P.,:PublicEducationintheUnitedStates,1934,p､298.
(24),(25)Parker,F.W､,:HowtoStudyGeography,(D・AppletonandCompany)
1889.p.xvii.
(26)Parker,F.W.,op.cit.p.xix.
(27)Parker.F.W.,op.cit.p.xxix.
(28)Parker.F.W.,op.cit．p.vii．なお、『地理学習法』はハリスの編集による「国際教
育叢書」の第10巻として出版されたものである。この引用は、Editor'sprefaceか
らとったことを付記しておきたい。
(29)Parker,F.W.,op.cit.,p.xxi.なお、これと同じことは、Parker,F.W.:Notesof
TalksonTeaching,p.120.にもみられる。
(30),(31)Parker,F.W.,HowtoStudyGeography,p.xxi.
(32)Parker,F.W.,:NotesofTalksonTeaching,p.120.
(33)Parker,F.W.,:HowtoStudyGeography,p.xxix.
(34)Parker,F.W｣,:NotesofTalksonPedagogics-AnOutlineoftheTheoryof
Concentration(Kellog&Co.)1894.p.27.
－72－
(35）
(36）
(37）
(38）
(39）
(40）
(41）
(42）
(43）
F､W.パーカーの地理学習論一その「基礎論」の探究一
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